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礼堂へと遡る。
墓塔の起源は，形態及び分布状況からトルコ系遊牧
イスラーム建築史上，墓廟は，モスクやマドラッサと
並ぶ重要な建築の一つである。初期イス ラームの時代
民やテントや柱の造形に端を発しているらしい。塔身には，死者を葬る墓の上にモニュメンタルな建物を設
けることは禁忌とされていた。ところが，遊牧民によ
る征服王朝の成立やスーフィズムの浸透とともに，墓
廟の建設が次第に広まる。特にイラン・中央アジア圏
においては，１０世紀から近世まで，墓廟建築が連綿た
る発展を遂げた。
の形態をみると，
形がそれに続く。
を戴くゴンバディ
フランジ付きの実例が先行し, 円筒
１０連の角形フランジをもち錐状屋根
バディ・ガーブース廟（ゴルガン，1007)，
筒形塔身の上にドームを戴く墓塔ルスゲット，1009）
がそれぞれの初例である。
11世紀になると三系統それぞれの進化がみられる。ア圏にあるイスラーム墓廟の現存･中央アジイラン
8角形墓廟が閉鎖的になり垂直'性を増して墓遺構をたどってみると，１０世紀初頭から13世紀半ば
までに約百棟が数えられる（表１)。上部架構が崩壊
した例が多いので，平面形に着目して分類すると，三
そして，
塔へと近づくので， 結果的に方形墓廟と墓塔という相
対するデザインへと分離する。方形墓廟では，既に，
先のアラブ・アター廟にも見られる性格ではあるが，
開口部の数が減り，墓廟が閉鎖的になり，内部空間が
重要視される。これに伴い内観が壮麗化し，移行部と
系統が抽出できる。 (1)正方形平面にドームを戴くキャ
ノピー形墓廟（方形墓廟)，(2)８角形平面にドームを
架ける８角形墓廟，(3)円形（多角形）平面に錐状屋根
(ドーム）を戴く墓塔である。 ドームが焦点となり，
遂げる。外観におい。
モスクの主礼拝室に似た発展を
外観においては，中央アジアでのイワーンの
使用がめだつ。
この時代の８角形墓廟は，岩のドームの引用と言う
これら三系統の起源および地域的発展を歴史的順序
に従って辿ってみよう（図１)。まず。１０世紀から1１
各系統における初例が現れる。 方形墓廟
で．四面
世紀初頭に，
の初例は．． より墓塔の８
う゜なぜなら，
所と閉鎖的で，
角形ヴァージョンと捉えるべきであるサーマーン廟（ブハラ，913-43）
を等価に扱い，
起源は，その
チャハル・タ
アター廟（テ
各面にアーチ形開口部を有する。 。 ぜなら，周廊付きの廟は皆無で，開口部も1カ
鎖的で，外観を念入りに作る傾向があるからで
ある。北イランのガズヴイン，ザンジャン地方の例が
この
所在地と形態からして拝火神殿である
ダークに求められている。つづくアラブ・
(ティム，977-78）は，イワーンを付加し， 多く， それらは８隅に円形断面の柱形を伴う［ ファ-
1056）ルス地方のゴンバデイ・アリー（アバルグー
だけは，隅柱なしの８角形。
閉鎖的に変形させたものと解釈できる。
ナタンズの８角パヴィリオン（999）が８角形墓廟
の初例であるとSheilaSBlajrは論じている。この廟 墓塔では， 先のラジームの墓塔とほぼ同形の比較的
小規模な円筒形墓塔がマーザンダラン．8本のビアから構成される中核部を８ 本の円柱が セムナン地方'よ，
に集中して建てられる。ゴンバディ・ガーブースのよ
うなフランジをもつのは1097年のシャールードのｌ例
取り囲むという，周廊付きの開放的な形態である。こ
の説に従えば，その形態の起源は，ゴンバデイ・スラ
だけで， 12カ所に角形フランジを有する。イビッヤや岩のドームを介して， さらにキリスト教洗
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濃厚なものがいくつかある。まず，錐状屋根は，ホラ
ズム，北イラン，アナトリアといったカスピ海岸地域
に多く分布する。はじめはゴンバディ・ガーブース廟
１２世紀以降には，従来，ある系統に限ってみられた
建築要素が，他の系統でも用いられるという要素の
混交が行われる。その結果，方形墓廟から墓塔まで，
個性豊かな廟が建設された。まず方形墓廟をみると， 12世紀になると８角形墓廟や方形墓廟にに用いられ，
もみられるようになる。本稿の対象ではないアナトリイワーンをたちあげる場合はもちろんのこと， イワー
四面 13世紀に属する墓塔の多くは錐状屋根をア地方の12,ンを他の三面よりも高くたちあげない場合でも，
有することにも留意しなくてはならない。のうち正面だけを念入りに装飾し， 正面‘性を強調す
などがこの実例 ファサード中央部を前面に突出させたり， 他次に．る。ビール廟
である。また，
(タキスタン，１２世紀）
の三面より高くたちあげるというイワーンの分布は，ドームではなく錐状屋根を冠する実例
ホラサーン地方を含む中央アジアに限らトゥラン，がホラズム地方やトゥラン地方に現れ，墓塔に近いデ
ザインを有する。タケシュ廟（コニヤ・ウルゲンチ，
1220）などがこの例である。一方，スルタン・サン
ジャール廟（メルブ，1157）は形態上の変化はみられ
特に方形墓廟に好んで用いられる。れ．
隅の柱形は，系統と年代により地域が移動する。ま
方形墓廟の初例サーマーン廟の４隅に円形断面のず，
柱形がみられ，同系統のアイーシャ・ビビ廟（ダラス，
12世紀）やゴンバディスルフ（マラガ，1148）が続く。
その規模と内観の発展という点からみるないものの，
この時代の方形墓廟の代表作といえよう。と，
イワーン付きの方形墓廟の場合には，第二に，
サード１
８角形墓廟では，ジュバル・イ・サング廟（キルマ
ン，１２世紀）とギヤス・アッデイン廟（ブスト，11-
12世紀）は，ドーム内部空間を重視し，８面を開口し
た開放的な廟である。これらは11世紀にみられた墓塔
の８角形版とは異なり，周廊こそないがナタンズの初
例に近いドーム建築である。この２例以外は，閉鎖的
な墓塔の８角形版で，１１世紀の諸例同様，８面を等価
ファ
(テイ
1152.
ﾄﾞ両端の柱形となり．アラブ・アター廟
977-78）やウズゲンの３墓廟 (11世紀初期，ム，
などトゥラン地方にある。第三に，８角形墓廟
11世紀のガズヴィン，ザンジャン地方で８隅に
1187）などトゥ 地う
では，１１世紀のガズヴ
柱形を設ける。最後に， フランジ付き墓塔の丸形フラ
ンジは隅の柱形とよく似ているので，おそらく円形柱
形の進化形であり，その実例は，ゴンバデイカブド
(マラガ，1195）である。このように，隅の柱形の分
に扱う集中的な形態を持つ。 ただし，隅の柱は消え，
キルマン，ヤズド，イスファハンなど中南部イランの
実例が増す。錐状屋根を冠した例が，北アゼルバイ
ジャン地方のユーズフ・イブン・カツタール廟（ナヒ
チェヴァン，1161-2）にある。
１０世紀の中央アジアの方形墓廟に始まり， 11世布は，
紀中頃に，ガズヴィン，ザンジャン地方の８角形墓廟
に採用され，１２世紀中頃過ぎには，アゼルバイジャン
地方の方形墓廟や丸形フランジ付き墓廟まで達したとアゼルバイジャン地方のシ円筒形の墓塔は， グン
いえるのではないだろうか。バッドルザイエ，1184）のみで，ファサードに突出
円形塔身の分布は，セムナーン，マーザンダラン地するイワーンを備える。
近郊にあるトゥグリル廟
フランジを施すのはテヘラン
フランジを施したり塔身を多角形とする方の特色で，あるトゥグリル廟（レイ，1139）で，２２連の角
形フランジを有する。１０角形塔身を採用する例が，ア
ゼルバイジャン地方に２例ある。ムミナ・ハートゥー
ン廟（ナヒチェヴァン，1186）はフランジなし，ゴン
バディ・カブド（マラガ，1195）は，１０角平面の隅に
丸形フランジを持つ例で，このフランジは11世紀後半
のは同地を含み．ガズヴィン， ザンジヤン，アゼルバ
ンの特色である。少し
トにも，フランジを施
イジャン地方をも加えた北イラ
遅れて11世紀後期にはミナレッ
した基部を持つ例が現れる。 これには。フランジをも
つ墓塔の初例であるゴンバデイ ･ガーブース廟が大き
<影響しているに違いない。ただし，ミナレットの場
合にはキルマン，セイスターンといった南イランから
アフガニスタンを経て。北インドに分布する。同時代
の８角形墓廟にみられた隅の柱形と似ている｡
墓廟出現から13世紀初頭までの約300年間に渡り， こ
に同様な形態が異なった用途の建築に用いられ， そのれら三系統の墓廟に見られる建築要素には， 地域色の
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ディギーズ朝のナヒチェヴァンの２墓塔，方形塔身に
錐状屋根を載せたホラズム・シャー朝のコニヤウルゲ
ンチの２墓廟，等である。
一方。聖者廟においては，特に形態的な偏りがある
分布が分かれるという興味深い例である。本来のミナ
モスクに付属して礼拝の呼びかけを行う塔レットは，
であるが． この頃には人里離れた荒野にたち戦勝記念
碑の性格を帯びる例もあったらしい。 高くそびえた
威風堂々と記念碑的な建築はつというモニュメンタリティーの効果を表現するため
に，墓塔のフランジをミナレットに移入したのであ
ろう。
わけではない。しかし，
少なく，比較的小規模で，既存のデザインを採用する
ことが多いようである。また，宗教施設の増殖Iこよっ
当初の建築が後世の建築に飲み込まれ'日情が不明て、
となってしまう場合も多い。 ただし，モンゴル侵入以
空間，すなわち．信者や
付言ながら，墓廟建設の動機を考えてみよう。墓廟の
被葬者には大きく二つの範晴があり，被葬者lこよっ 前には，遺体を葬る廟以外の空間，
参詣者及び教団員のための空間が， 廟と一体化して|可墓廟建築のもつ社会的意義に相違がみられる。て,
対象遺構の中には存在せず。つは権力者である。墓廟は，自分の存在の記念碑とし 時代に建設された例は，
同時に死後の住処として建設される 廟の付属施設として残る同時代の例も皆無である。て， いわゆる世 お
俗廟である。 もう一つの被葬者の範嬬は聖者である。 そら<，施設は存在したかもしれないが，それらは廟
徳の高い聖者を葬った場所に覆屋と して墓廟が建設ざ に匹敵するほどのモニュメンタリティを持った建築で
れる，いわゆる聖者廟である。第一の場合には外観の
モニュメンタリティが重視され，故人の家族や後継者
が合葬される場合も多く，時にはワクフの一部として
はなかつたと思われる。
１０世紀初頭から13世紀初期まで約以上をまとめると，
300年間のイラン 中央アジア圏における墓廟建築は，他の公共建築と併設されることもある。 第二の場合に
平面形態によって三系統に分けられる。参詣者が訪れバラカを得る場所となり， それらは，（１）
る。１１世紀初
'よ， 教団組織
方形，(2)八角形，(3)円形（多角形）である。と結びつくことも多く，その周囲には宗教関連施設が
頭までに３系統の初例が現れ， 11世紀には８角形墓廟増設され． 周辺には墓地が形成されるようになる。
が墓塔に近づいたために方形墓廟と墓塔へと分離し，全ての廟の被葬者が確認されているわけではないけ
12世紀には各系統固有であった建築要素の混交が行われども， イラン・中央アジア圏のモンゴル侵入以前の
れ多様なデザインが現れる。 このように300有余年の墓廟建築を被葬者について概観して言えることは， 権
間に様々な墓廟が建設されたのであるが，力者の廟にモニュメンタルで， 墓廟建築に新奇なデザインを採用
おける新奇なデザインの採用は権力の象徴となる世俗する場合が多いという点である。 その代表例は，チャ
廟が中心であった。ハル・ダークのデザインを採用したサーマーン廟の君
主のサーマーン廟，先すぼまりのフランジ付きの塔に
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